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スポーツ・レクリエー
ション施設

基本事業名 対象

3-1
スポーツ環境の整
備・充実

意図

施策3　生涯スポーツの振興

23.0

進捗度とその理由

5,0004,218

事業内容

市民 スポーツ・レクリエーショ
ン活動の場を確保する。

市内小中学校の体育施設を、住
民に開放する。
・市内小中学校体育施設の貸出
しと実績の取りまとめ
・管理指導員の委嘱と謝金の支出
等

基本事業１　スポーツ環境の整備・充実

＜参考＞　基本事業１と施策の成果指標

3-1-1
学校体育施設開放
事業

事務事業名 対象 意図

安全で快適な環境が確保されている。

今後の方向性等

Ａ
　学校は地域の最も身近な施
設であり、児童生徒だけでは
なく、働く世代の日常のス
ポーツ活動の場として活用さ
れている。
　
　

〇
　学校開放は、スポーツ
施設の機能を補完する
重要な役割を担ってい
る。事業の継続のため、
管理人の安定的な確保
に向けた仕組みづくりを
行い、高齢化による管理
人のなり手不足を解消す
る。

成果指標

項目 単位 Ｒ3実績 Ｒ7目標

4,139利用件数 件

Ｒ2実績

①　13.5

②　6.7

③　911

①　19.0

②　8.0

③　1,300

進捗度とその理由等

進捗度とその理由等
成果指標

項目 単位 Ｒ2実績 Ｒ3実績 Ｒ7目標

「スポーツ・レクリエーション施
設が利用しやすい」と答えた
市民の割合（市民意識調査）

％ 18.7 23.3

３　生涯スポーツの振興 市民 生涯にわたってスポーツを楽し
む。

①「日頃から継続して何かス
ポーツを行っている」と答えた
市民の割合（市民意識調査）

②市民一人が1年間にスポー
ツ施設を利用する回数

③スポーツクラブ等の登録者
数

施策名 対象 意図
成果指標

項目 単位 Ｒ2実績 Ｒ3実績 Ｒ7目標

①％

②回

③人

①　15.2

②　6.0

③　961
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